
１、 ２年生の最終返却日は ３月１８日（火）です。 

 

 

 

さいたま市立川通中学校  図 書 館 だ よ り  
 

                                          ２０２５年３月 

３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。図書館を 

利用していただき、ありがとうございました。これからもすてきな 

本との出会いがありますように！ 

１， ２年生のみなさん、新学期も図書館に来てたくさん本を 

読んでみてください。いろいろな分野の本をそろえてお待ちして 

います。 

 

 

 

   川通中学校図書館  今年度の読書記録     R.７年３月１１日現在 

    ◎ みなさんに人気だった本 （貸出回数ベスト１１） 

 1位 『小さな花言葉・花図鑑』   宇田川佳子/監修  ユーキャン学び出版 

 ２位 『日本の庭 京都』  中田昭/写真   パイインターナショナル 

 ３位 『るるぶ京都奈良社寺めぐり』   JTBパブリッシング 

  〃 『世界の神話』   沖田瑞穂/著   岩波書店 

 ５位 『凱旋』   小田凱人/著  ぴあ株式会社中部支社 

  〃 『サッカー部活あるある１００』   サダタロー/イラスト   学研パブリッシング  

  〃 『５４字の物語 X』   氏田雄介/作   ＰＨＰ研究所 

 ８位 『夜が明けたら、いちばんに君に会いにいく』   汐見夏衛/著   スターツ出版 

  〃 『僕は君に、１０年分の『  』を伝えたい。』   天野アタル/著  KADOKAWA 

  〃 『世界は「  」で満ちている』    櫻いいよ/著  PHP研究所 

  〃 『ラストで君は「まさか！」と言う 時空を超えて』  PHP研究所/編   PHP研究所 

 

        ◎ 本をたくさん借りた人 （今年度多読者ベスト６） 

１位 ５９冊  ２位 ３９冊  ３位 ３０冊  ４位 ２５冊  ５位 ２１冊 

 

☆ ３年間の多読者ベスト５ （３年生）   

   １位 １９５冊  ２位 １６２冊  ３位 ４９冊  ４位 ４２冊  ５位 ３５冊 

 

 

 

 



「ま～だ まだ。じぶんのカラにこもって、 

ゆっくり まつじかんもだいじなのよ～ん」 

『かたつむりくん』 かとうまふみ/作 風濤社 

 

「もしも いつかあなたを わすれる日がきても 

わすれてしまう あれもこれも みんな なかった

ことでは ないのだから あんしんしてね」  

『いつか あなたを わすれても』 

桜木紫乃/文  オザワミカ/絵  集英社 

 

「じつは まいにち つかっている ありふれた こ

とばにこそ、おおきな ちからが あることに……。」 

『ことばコレクター』 ピーター・レイノルズ/作 

なかがわちひろ/訳  ほるぷ出版 

 

「やさしいことをすれば花がさく」 

『花さき山』  齋藤隆介/作 滝平二郎/絵 

             岩崎書店 

 

         本の中のことばたち       

 本を読んだ時、気になることばに出合ったことはありませんか？ドキッとしたり、くすっと笑ったり、気持ち

がスーッと楽になったりしたことはないでしょうか？同じ本を読んでも受け取り方は人それぞれ。正解・不正解

はありません。あなたも、お気に入りの「本の中のことば」をみつけてみませんか？ 

川通中図書館にある本から「本の中のことば」をいくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

「まだ経験したことがないことはこわい

と思うものだ。世界は変化しづづけてい

るんだ。変化しないものはひとつもない

んだよ」 

『葉っぱのフレディ』  

レオ・バスカーリア/作  

みらい なな/訳   童話屋 

 
「正解の扉などというのは、たぶんありません。

入った部屋で偶然に誰かと出会い、あれこれ手を

動かしてみて、次の扉をえいやと選ぶだけです」 

『宙わたる教室』 伊予原新/著  文藝春秋 

 

「わたしはいつも、わたしといっしょ。ね、すてきでしょ！」 

『わたしとなかよし』 

ナンシー・カールソン/作  なかがわちひろ/訳 瑞雲舎 

 

「あなたは、光の中で大人になっていく」 

『小説 すずめの戸締り』 新海誠 

KADOKAWA 

「ほんのささいな行動でも、動けば必ず何か見つかる。」 

『夢をかなえるゾウ』 水野敬也/著  飛鳥新社 

 

「ほんのちょっとの「これくらい」を自分に許し

たら、「これ」は気がつかないうちにじわじわと大

きくなっていくだろう」 

『いつもの木曜日』 青山美智子/著  宝島社 

 

「けっきょく、一番、幸福な日というの

は、すばらしいことや、驚くようなこと、

胸の湧きたつようなできごとがおこる

日ではなくて、真珠が一つずつ、そっと

糸からすべりおちるように、単純な、小

さな喜びを次々にもってくる一日一日

のことだと思うわ」 

『アンの青春』 モンゴメリ/著 

   村岡花子/訳   新潮文庫 

「世の中は驚嘆するものに満ちているのである。それら

のことは、気づかずに見過ごされてしまうが、ちょっと

足をゆるめる気持ちのゆとりがあれば、いつでも見つけ

ることができるものだった」 

『すべてのいのちが愛おしい』 

柳澤佳子/著  集英社文庫 


